
災害時要援護者避難支援事業
を実施 しています

～地域ぐるみの支援にご協力をお願します～

平素は市行政にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。

近年、国内では風水害や土砂災害などの大規模な自然災害により、一人での

避難行動が難 しい高齢者や、重い障がいを持つ方などが被害に遭われるケース

が多<見られます。

生駒市では、そのような方の逃げ遅れやそれにともなう被害を少しでも減ら

すため「災害時要援護者避難支援事業」を実施しています。

この事業は、自然災害 (原貝」として風水害や土砂災害を想定)により避難し

なければならない場合に、「自力や家族での対応が困難で第三者の助けが必要」

と意思表示された力 (災害時要援護者)に対して、地域での助け含い (共助)

による避難支援体制を整備するものです。

災害による被害を軽減するための地上或ぐるみの支援に、みなさまのご理解と

ご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】

◇災害時要援護者避難支援事業について一生駒市高齢施策課

(丁匿Li74-1111(内 線 767) FA× :75-4879)

◇生駒市の総合的な災害対策について…生駒市防災安全課

(丁EL:74-1111、 (内線 255) FA× :74-9100)

裏面もごらん<ださい⇒
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8月 に、地域にお住まいの新規対象者 (下の「調

査票の送付対象者は ?」 参照)の方に、市役所から

調査票を送付 します。

調査票で「自然災害時に避難 しなければならない

場合、自力や家族での対応も困難で第二者の助けが必要」で、個人情報の提

供に同意された方について、自治会等のご協力のもと、避難支援員を選定 し

ていただき、支援体制をつ<り ます (「個別支援計画書」の作成 )。

「個別支援計画書」の作成にあたっては、自治会等、地 i或の関係者の方が

災害 8寺要援護者の万のお宅へ訪間 して、必要事項の間き取りなどを行つてい

ただきます。ご理解とご協力をよろしくお願い します。

次のいずれ /DNに該当する方です。

◆70歳以上の一人暮らしの方

(民生児童委員の調査に基づ<該当者 )

◆要介護 3以上の認定を受けている方

◆障害者手帳の交付を受けている万

(身体 1・ 2級、療育∧、精神 1級 )

◆難病患者の方 (郡山保健所へ要援護者

台帳の登録をしている方)

※なお、上記以外で災害時の避難支援を

希望される方は、市役所高齢施策課ヘ

お問い含せください。

災害発生 0寺に、災害時要援護者の方ヘ

の情報の伝達や避難 8寺 の手助 けをお願

いすることとなります。災害 B寺要援護者

お一人に対 して、近隣でお二人の避難支

援員のご協力をお願いしています。
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事前に希望することで

近隣住民による避難

支援体市」を作ります
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近隣住民
(避難支援員)

災害8割ま災害B寺

要援護者を支援

「避難支援員」は、

まず 自分や家族

の安全を確保 し

たうえで支援 を

行 うもので、法

的な義務や責任

はありません。

※この事業は、地上或住民のご協力によって成り立 っています。災害時要援護者に登録さ

れている方の状況に変化があつた場合 (死亡、転出、転居、施設入所、長期入院など)、

または変化を矢□つた場合は、市役所高齢施策課か自治会へご連絡 <ださい。
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